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　お薬手帳は処方されたお薬の名前、服用量、回数や服用期間を記録する手帳です。この記録で医師、薬剤師

や看護師等の医療スタッフは、どのようなお薬をどの位の期間使用していたかなどを判断することができます。

◦お薬手帳の利点

　お薬手帳に記載があると、いろいろな医療機関にかかる時、主治医が変わる時、入院

や退院した時にそのお薬手帳を見せるだけで、これまでどのようなお薬を服用し治療さ

れていたかが、医師や薬剤師に一目でわかり今後の治療の参考にもなります。又、同じ

薬が重複していないか、或いは飲み合わせに不都合なお薬はないかなどのチェックをす

ることができます。

◦お薬手帳を活用するためには？

　▶病院、診療所、歯科医院や調剤薬局に行くときは毎回忘れずに持っていきましょう。

　▶常に携帯しておきましょう。災害・事故・旅先での急病など緊急時に役に立ちます。

　▶必ず１冊にまとめておきましょう。病院、医院や調剤薬局ごとに分けておくと同じ薬の重複や副作用の再

発を防ぐことや、不都合な飲み合わせがある薬を回避することが難しくなります。

　▶あなたの大切な情報を充実させましょう。多くのお薬手帳にはあなたの大切な情報（氏名・性別・生年月

日・血液型・住所・電話番号・アレルギー歴・副作用歴・主な既往歴）を記載するページがあります。

　当院へ入院される際は必ず持参薬確認を薬局で行っています。持参して頂いたお薬を確認し一覧表として主

治医や担当看護師への情報提供をしています。「お薬手帳」をお持ちいただくことで、より正確な患者様のお

薬情報を迅速に確認することができます。

　平成23年の東日本大震災において、救護にあたる医療関係者の間で「お薬手帳」の有用性が注目されまし

た。災害により病院が被災し、カルテなどの患者情報を確認する方法が無くなりました

が、「お薬手帳」により患者様が服用している薬の情報を正確に知ることで、早期に適

切な治療に結びつきました。

　お薬手帳は医療者と患者様間の情報の共有化を図り、より安全で効果的な治療を提供

するために重要です。

薬局長　武井　正夫

仁淀病院から

のお知らせ お持ちですか？ お薬手帳！


